
夏，７月～８月に出現し，山地のカシワ疎林から丘陵地のクヌギ・コナラ二

次林に生息する。食草はイネ科，カヤツリグサ科の植物。観光開発や里山環境

の変化などで生息地が狭められ，都市近郊の里山では，近年ほとんど生息が確

認できず，山地でも個体数が減少しており，種の存続が懸念される。

（写真･文：三宅　武）

キマダラモドキ
Kirinia epaminondas

チョウ目　ジャノメチョウ科

カテゴリー

大分県　II
環境庁　準

県内分布 日田市，前津江村，中津江村，玖珠町，九重町，別府市，湯布院町，庄

内町，大分市，久住町，竹田市，臼杵市

分 布 域 北海道，本州，四国，九州（福岡・熊本・大分・宮崎）

アムール，ウスリー，朝鮮半島，中国東北部
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